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南
部
篤
先
生
は
、
令
和
二
年
三
月
末
付
を
も
っ
て
ご
退
職
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
に
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
し
、
本
号
を
退
職
記
念
号
と
し

て
献
呈
い
た
し
ま
す
。

南
部
先
生
は
、
昭
和
五
四
年
三
月
に
日
本
大
学
法
学
部
経
営
法
学
科
を
卒
業
後
、
同
年
四
月
に
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
、
昭
和
五
七
年
四
月
に
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
に
進
学
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
二
年
六
月
に
日
本
大

学
法
学
部
助
手
と
し
て
本
学
部
に
勤
務
さ
れ
て
以
来
、
専
任
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、
平
成
二
四
年
四
月
に
教
授
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
今

日
ま
で
、
三
十
三
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
日
本
大
学
法
学
部
に
お
い
て
研
究
、
教
育
の
み
な
ら
ず
、
大
学
行
政
に
お
い
て
も
数
多
く
の
功

績
を
残
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

南
部
先
生
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
指
導
教
員
で
あ
っ
た
板
倉
宏
教
授
の
薫
陶
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
租
税
犯
罪
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
お
よ

び
フ
ラ
ン
ス
刑
法
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
と
く
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
や
情
報
犯
罪
に
関

し
て
は
、「
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
刑
法
」「
情
報
、
電
子
デ
ー
タ
と
物
概
念
の
変
容
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
」
な
ど
多
く
の
ご
論
稿
を
発
表
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
構
築
さ
れ
る
以
前
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪

に
対
す
る
刑
事
規
制
の
必
要
性
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
正
に
慧
眼
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
情
報
犯
罪
に
関
す
る
ご
研
究
は
今
後
も
一

層
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
経
済
犯
罪
に
つ
い
て
も
法
人
処
罰
の
あ
り
方
か
ら
不
正
経
理
や
詐
欺
な
ど
の
テ
ー
マ
に
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二

関
し
て
、
精
緻
な
理
論
を
前
提
と
し
つ
つ
も
現
実
的
な
解
決
策
を
模
索
す
る
よ
う
な
見
解
を
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
先
生
の

ご
研
究
を
振
り
返
る
と
き
に
重
要
な
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
比
較
法
学
で
あ
り
、
学
界
の
主
流
で
あ
る
ド
イ
ツ
刑
法
に
依
り
が
ち
な
議

論
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
の
思
索
方
法
は
、
後
進
の
亀
鑑
と
な
る
べ
き
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

本
学
以
外
に
お
い
て
も
立
教
大
学
、
大
東
文
化
大
学
、
税
務
大
学
校
な
ど
で
教
鞭
を
と
っ
て
こ
ら
れ
た
先
生
は
、
多
く
の
学
生
の
教
育

指
導
に
あ
た
り
、
社
会
に
有
能
な
人
材
を
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
礎
知
識
を
解
り
や
す
く
説
か
れ
な
が
ら
も
学
生
に
対
し
て
常
に
主
体

的
で
能
動
的
な
思
考
を
求
め
る
と
い
う
魅
力
あ
る
方
法
で
教
育
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
先
生
の
講
義
に
は
多
く
の
受
講
者
が

集
ま
り
、
さ
ら
に
そ
の
お
人
柄
ゆ
え
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
大
変
人
気
が
あ
り
、
法
曹
界
を
は
じ
め
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
有
為
な
人
材

を
数
多
く
世
に
送
り
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

南
部
先
生
は
、
大
学
行
政
に
お
い
て
も
極
め
て
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
一
六
年
四
月
に
就
職
指
導
委
員
会
の
副
委
員
長

と
な
ら
れ
て
以
来
、
学
生
生
活
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
二
五
年
四
月
に
学
生
生
活
委
員
会
委
員
長
に
就
任
さ
れ
、
そ

の
後
、
法
学
部
人
権
委
員
会
委
員
長
、
法
学
研
究
所
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
九
年
九
月
に
は
、
日
本
大
学

評
議
員
の
職
に
就
か
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
ご
要
職
の
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
学
生
生
活
委
員
会
委
員
長
を
六
年
に

わ
た
っ
て
務
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
間
、
先
生
に
対
す
る
教
職
員
と
学
生
の
信
頼
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
し
た
。
先
生
の

ご
指
導
と
ご
尽
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
学
生
生
活
に
関
す
る
本
学
部
の
運
営
は
堅
実
か
つ
適
正
に
行
わ
れ
て

き
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
学
生
生
活
の
み
な
ら
ず
、
先
生
の
的
確
な
ご
判
断
と
高
い
ご
見
識
に
よ
っ
て
、
本
学
部
全
体
の
運
営
を

こ
れ
ま
で
牽
引
し
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

南
部
先
生
の
ご
退
職
に
よ
っ
て
、
本
学
部
は
精
神
的
支
柱
を
失
う
に
等
し
い
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
私
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の
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、
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事
に
わ
た
り
ま
す
が
、
大
学
院
以
来
親
し
く
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
輩
で
あ
る
と
同
時
に
、
郷
里
の
先
達
で
も
あ
り
ま
す
先
生
が
大
学
を

去
ら
れ
る
こ
と
に
寂
寞
の
感
を
強
く
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
南
部
先
生
に
は
、
今
後
と
も
後
進
に
対
し
て
一
層
の
ご
指
導
を
賜
り
、
本
学
の
行
方
を
厳
し
く
か
つ
暖
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
先
生
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
献
呈
の
辞
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
三
月
吉
日

�

法
学
部
長
　
小
　
田
　
司






